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弦の場の理論（ＳＦＴ） ・・・ 弦の第二量子化

c.f.)
開弦 ： 相互作用

‐ 相互作用項

with 

ボソン的開弦の場の理論

（ゲージ対称性）

e.g.,  for Witten’s OSFT （Ｗｉｔｔｅｎ, 1986）, 

‐ 運動項

with 
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・ 弦の場

tachyon gauge 場

gauge 変換

※ ∞個の場 （ ）
with ゲージ自由度:  ∞ → gauge 固定： 要

通常, Siegel ゲージ を用いる.
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他のゲージ固定条件？

共変ゲージ （ゲージ理論のFeynman gauge に対応）

ヒント

ゲージ理論の共変ゲージ： ゲージパラメーター α

Feynman gauge Siegel gauge

Landau gauge

SFT

？

ゲージ理論 （＊）

通常, Siegel ゲージ を用いる.

（＊）



4

結果

１． 弦の場の理論の新しい共変ゲージ（⊃ Siegelゲージ）を与えた．

・ １- パラメーター a  

２． ゲージ固定作用の構成
・ BRST 不変
・ ゲージ理論のαゲージでのゲージ固定作用に対応 （ ）

３． 応用： タキオンポテンシャル V(φ) の解析

・ ゲージ （⇔ パラメーター a ） を選ぶ．

→ V(φ) ： （ゲージ依存しない）期待される振る舞いを得る

⇒ プロパゲーター、振幅

・ 振幅のゲージ不変性、対称性、…
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○ 準備

１． 弦の場の理論の新しい共変ゲージ

・ 弦の場

ex.

・ BRST operator

： (ghost #) → (ghost #) +1 
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○ ゲージ固定条件

新しいゲージ条件：

・・・ 「Siegel ゲージ」

※ 作用 （２次の項） with 
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・・・ ghost, ghost for ghost, …

： BRST 不変

２． ゲージ固定作用

・・・ anti-ghost, …
・・・ 補助場



8

例： レベル N = 1

ゲージ固定作用 （場の再定義後）

Nakanishi-Lautrup 場

FP ghost (anti-ghost) 場
Feynman ゲージ

（← Siegel ゲージ）

Landau ゲージ
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○ プロパゲーター （※ に対して）

Siegel ゲージ （ ）：

Landauゲージ （ ）：

⇒ 振幅 （tree）

例：

： のとき、 不変. 

プロパゲーター
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Senの予想
摂動的真空： 不安定

非摂動的真空: より安定

D25-brane

D25-brane

（⇔ 閉弦の真空）

３． 応用： タキオンポテンシャル V(φ) の解析

新しいゲージによるレベル切断近似による
解析を行った.

・ V(φ) のゲージ依存性を調べた．
・ Siegel ゲージの振る舞い： ‘gauge artifact’

＜Siegel ゲージでのＶ（φ）＞
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例： レベル (2,6), (4,12), (6,18)  (a = ∞)

a = 0 and a = ∞
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○ まとめと展望

まとめ

・ 弦の場の理論の新しい共変ゲージを提案し、ゲージ固定作用を求めた．

パラメーター a :
Feynman-Siegel ゲージ

Landau ゲージに対応

＊ Landau ゲージの特徴：
補助場として残る場が多く、Siegel ゲージよりも作用が簡単

・ Tachyon potential の解析へ応用

・ プロパゲーターを求めた。 ⇒ 振幅の計算

・ V(φ) のゲージ（非）依存性
・ Siegel ゲージの振る舞い： ‘gauge artifact’
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展望

・ 振幅（tree, loop）の計算
→ ゲージ不変性、対称性、・・・

・ 相互作用項を含めた作用の特徴 （特に、Landau ゲージ）

・ Schnabl の frame での応用の可能性

⇒ 拡張？

Siegel ゲージ

⇒ 応用


